
小金井市はGPN会員として
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�

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

❶
立
川
市
や
八
王
子
市
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
婚
姻
届
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー

ド
が
話
題
で
あ
る
。
小
金
井
市
で
も

市
制
施
行
60
周
年
に
合
わ
せ
て
の
作

製
を
再
度
要
望
す
る
。

市
民
部
長　

市
民
に
対
し
、
祝
福

の
気
持
ち
を
伝
え
る
も
の
で
、
若
者

の
定
住
促
進
の
き
っ
か
け
の
１
つ
に

な
れ
ば
と
考
え
る
。
来
年
度
の
早
い

�

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

❶
ア
来
年
か
ら
の
国
保
税
の
都
道

府
県
化
に
よ
っ
て
、
税
の
徴
収
が
更

に
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
国

保
税
や
市
民
税
を
滞
納
し
た
際
の
納

税
相
談
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
の
か
。

イ
給
与
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
い
る

人
か
ら
の
税
の
繰
上
げ
徴
収
は
不
当

で
は
な
い
か
。
通
知
を
送
り
周
知
す

る
期
間
が
短
す
ぎ
る
。

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
ア
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
プ
レ
パ
）

に
来
る
乳
幼
児
親
子
の
人
数
と
全
体

に
占
め
る
割
合
は
。
イ
リ
ヤ
カ
ー
に

野
外
遊
び
道
具
を
積
ん
で
、
プ
レ
パ

の
な
い
地
域
の
公
園
な
ど
で
乳
幼
児

の
野
外
広
場
が
で
き
な
い
か
。
ウ
今

あ
る
プ
レ
パ
を
更
に
広
げ
、
学
童
の

放
課
後
の
居
場
所
を
作
る
た
め
に
も
、

出
張
プ
レ
パ
を
開
か
な
い
か
。

時
期
に
作
製
を
考
え
て
い
る
。

❷
私
は
、
平
成
18
年
第
２
回
定
例

会
か
ら
食
育
推
進
を
何
度
も
訴
え
て

き
た
。
ま
た
、
小
金
井
市
食
育
推
進

基
本
条
例
第
４
条
に
は
、
市
は
農
業

者
、
Ｊ
Ａ
及
び
農
業
委
員
会
と
連
携

し
、
学
校
給
食
等
で
積
極
的
に
小
金

井
産
野
菜
等
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
、
と
あ
る
。
ア
食

育
推
進
と
農
業
振
興
の
た
め
、
地
場

市
民
部
長　

ア
統
一
的
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
な
い
。

納
税
課
長　

イ
法
に
基
づ
い
て
税

を
確
保
す
る
た
め
に
滞
納
処
分
を
し

て
い
る
。
期
間
に
つ
い
て
は
、
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

一
定
の
考
慮
を
し
て
延
ば
す
こ
と
に

し
た
。

❷
ア
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法

改
正
の
中
で
、
居
住
支
援
協
議
会
の

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

ア
全
利

用
者
１
万
８
千
58
人
中
、
乳
幼
児
は

６
千
410
人
で
35
・
５
％
。
親
子
で
は

１
万
人
以
上
の
利
用
で
、
乳
幼
児
親

子
の
利
用
率
が
高
い
。
イ
財
源
も
課

題
。
先
進
市
を
参
考
に
研
究
。
ウ
実

施
場
所
が
市
内
の
西
部
と
南
部
に
偏

っ
て
お
り
、
北
部
、
東
部
地
域
の
小

学
生
に
は
距
離
的
問
題
が
あ
る
と
認

識
。
当
面
は
長
期
休
み
に
親
子
参
加

農
産
物
の
給
食
へ
の
導
入
率
向
上
を
。

イ
小
平
市
を
参
考
に
地
場
農
産
物
の

学
校
導
入
や
配
送
等
に
補
助
金
を
。

学
校
教
育
部
長　

ア
地
場
野
菜
の

１
学
期
使
用
量
は
昨
年
比
１
・
３
倍
。

関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
進
め
る
。

市
民
部
長　

イ
補
助
あ
り
き
で
は

な
く
、
課
題
や
方
法
を
検
討
す
る
。

❸
小
金
井
市
で
も
相
続
等
で
農
地

が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
、
改
正
生
産
緑
地
法
に
関
連
し
、

面
積
要
件
の
緩
和
等
の
改
正
の
た
め

の
条
例
制
定
を
早
急
に
す
べ
き
。

環
境
部
長　

第
４
回
定
例
会
で
の

条
例
制
定
を
目
指
し
、
準
備
中
。

必
要
性
が
強
く
う
た
わ
れ
て
い
る
。

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
イ
持
ち
主

へ
の
家
賃
補
助
に
よ
り
家
賃
の
低
廉

化
を
図
る
た
め
に
も
、
住
宅
政
策
に

特
化
し
た
担
当
課
を
設
立
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

ア
近
隣

市
や
国
・
都
の
状
況
、
福
祉
部
門
の

意
向
を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。行

政
経
営
担
当
課
長　

イ
研
究
課

題
と
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
原
発
事
故
避
難
者
の
実

態
把
握
を
す
る
た
め
、
避
難
者
登
録

の
呼
び
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

の
行
事
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
。
出

張
プ
レ
パ
は
今
後
の
研
究
と
す
る
。

❷
柔
軟
剤
、
制
汗
剤
な
ど
人
工
の

強
い
香
料
が
原
因
で
、
頭
痛
、
め
ま

い
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
持
続
し

て
苦
し
む
化
学
物
質
過
敏
症
（
Ｃ

Ｓ
）
患
者
が
増
え
て
い
る
。
ア
香
り

の
害
、
香
害
は
受
動
喫
煙
と
同
じ
。

市
の
取
組
及
び
相
談
の
有
無
は
。
イ

香
料
自
粛
の
ポ
ス
タ
ー
を
市
民
参
加

で
作
り
、
公
共
施
設
に
貼
ら
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
相
談
は
な
い
。

医
療
関
係
者
の
知
見
を
得
る
努
力
を

行
う
。
イ
ま
ず
病
気
に
つ
い
て
知
り
、

何
が
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

�
水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

❶
前
市
長
が
地
方
新
聞
へ
の
寄
稿

で
指
摘
し
た
、
小
学
校
給
食
調
理
の

民
間
委
託
化
予
算
の
成
立
に
際
し
、

当
時
の
民
主
党
が
反
対
の
意
思
を
表

明
し
た
こ
と
か
ら
、
西
岡
都
議
（
現

市
長
）
に
、
選
挙
の
取
組
と
の
「
取

引
」
を
申
し
出
て
、
予
算
成
立
に
至

っ
た
と
の
記
述
に
関
し
て
、
市
長
の

見
解
を
問
う
。
取
引
を
申
し
出
る
電

�

河
野
律
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
６
施
設
複
合
化
の
白
紙
撤
回
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
へ
の
選
挙
公
約
の
変
遷

後
、
福
祉
会
館
は
庁
舎
建
設
予
定
地

へ
の
建
設
が
決
定
し
、
庁
舎
は
単
体

で
の
建
設
は
な
く
な
っ
た
が
、
単
体

も
含
む
建
設
計
画
の
提
示
を
委
託
す

る
の
は
不
要
で
は
な
い
か
。
計
画
案

で
重
視
す
る
こ
と
は
何
か
。
イ
清
掃

関
連
施
設
移
転
後
の
建
設
か
。
ウ

�

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革
連
合
）

❶
下
村
湖
人
が
「
次
郎
物
語
」
の

構
想
を
練
っ
た
空
林
荘
が
焼
失
し
た

ま
ま
だ
が
、
建
て
替
え
て
浴
恩
館
の

環
境
と
共
に
観
光
資
源
と
し
て
い
か

せ
な
い
か
。
市
が
受
皿
と
な
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
寄
附
を
集
め
、
実
行

委
員
会
等
で
整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
部
長　

複
数
の
課
で
検

討
し
、
受
皿
も
含
め
全
体
で
考
え
て

話
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

当
時
の
民
主
党
に
何
ら
か
の
働
き
か

け
を
行
っ
た
の
か
。

市
長　

市
議
会
民
主
党
の
申
入
れ

記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
市
議
会
民
主

党
へ
の
支
持
や
関
与
の
事
実
は
あ
り

ま
せ
ん
と
の
内
容
の
と
お
り
で
あ
る
。

❷
東
小
金
井
駅
北
口
ま
ち
づ
く
り

事
業
用
地
整
備
活
用
計
画
に
つ
い
て

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
の
大
幅
な
機

能
変
更
に
つ
い
て
、
３
億
円
を
寄
附

し
た
遺
言
執
行
者
へ
説
明
を
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

ア
い
ろ

い
ろ
と
変
化
が
あ
る
が
、
契
約
変
更

は
し
な
い
。
今
後
、
配
置
案
を
検
討

し
た
い
。
イ
清
掃
関
連
施
設
の
再
整

備
は
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

ウ
市
民
検
討
委

員
会
の
様
子
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

企
画
財
政
部
長　

担
当
課
と
も
相

談
し
検
討
し
て
い
く
。

❷
人
口
問
題
研
究
所
は
我
が
市
の

人
口
減
少
、
年
齢
構
成
の
変
化
の
将

来
予
測
を
し
て
い
る
。
今
後
の
厳
し

い
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
施
設
展
開

を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
公
民
連
携
、

民
間
資
金
活
用
、
収
入
増
に
つ
い
て

の
評
価
、
決
意
を
聞
き
た
い
。

問
う
。
土
地
開
発
公
社
で
取
得
以
来
、

市
の
利
子
補
給
は
約
４
億
円
に
上
る
。

来
年
が
元
本
償
還
の
期
限
で
、
計
画

を
早
く
具
体
化
し
、
必
要
と
さ
れ
る

市
民
施
設
の
建
設
を
求
め
る
。

企
画
財
政
部
長　

区
画
整
理
事
業

の
進
捗
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
、
公
社
の
健
全
な
経
営
、
市

財
政
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
成
人
の
発
達
障
が
い
に

対
し
て
、
相
談
窓
口
拡
充
、
専
門
機

関
と
の
連
携
強
化
、
障
が
い
の
理

解
・
啓
発
の
促
進
な
ど
支
援
拡
充
を

求
め
ま
し
た
。

❷
上
水
公
園
管
理
棟
か
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
の
階
段
に
手
す
り
設
置
を
。

生
涯
学
習
部
長　

バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
観
点
か
ら
前
向
き
に
取
り
組
む
。

❸
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、

巡
回
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
を
。

生
涯
学
習
部
長　

周
年
行
事
の
一

環
と
し
て
開
催
を
考
え
て
い
る
。

❹
教
育
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、

毎
年
第
１
回
定
例
会
の
市
長
の
施
政

方
針
と
共
に
教
育
方
針
の
表
明
を
。

教
育
長　

現
時
点
に
お
い
て
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
更
に
小
金
井
市

の
教
育
の
質
を
高
め
る
、
重
要
で
有

意
義
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

企
画
財
政
部
長　

財
政
厳
し
き
折
、

民
間
資
金
活
用
な
ど
知
恵
を
絞
り
、

公
共
施
設
整
備
を
行
う
べ
き
と
の
意

見
を
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
手

法
を
行
う
体
制
づ
く
り
に
は
準
備
が

必
要
で
、
全
庁
的
な
理
解
と
意
識
の

浸
透
に
努
め
て
い
く
。

❸
６
月
議
会
で
市
制
施
行
60
周
年

記
念
の
市
歌
制
作
の
提
案
を
し
た
が
、

現
状
の
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

企
画
財
政
部
長　

担
当
課
で
調
査
、

研
究
し
て
い
る
。
市
民
に
も
協
力
を

依
頼
し
、
経
費
・
著
作
権
等
、
法
的

な
面
も
整
理
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
作
成
に
向
け
努
力
し
て
い
る
。

厚生文教委員会
10月11日～12日
▽�静岡県富士宮市（地域包括支援センターとの連携
による福祉総合窓口について）
▽�埼玉県幸手市（地域包括ケアシステム「幸手モデ
ル」について）

建設環境委員会
10月11日～12日
▽�岐阜県高山市（起業家支援等を目的とした空き店
舗活用について）

▽�愛知県豊橋市（自転車活用推進計画について、
空き家対策事業について）

議会運営委員会
10月16日～17日
▽�大阪府八尾市（議会改革について）
▽�三重県四日市市（議会改革について）
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
10月30日～31日
▽�兵庫県神戸市（新庁舎建設について、転入・転

出時におけるワンストップ窓口について）
▽�愛知県稲沢市（福祉総合相談窓口について）
総務企画委員会
11月13日～14日
▽�新潟県糸魚川市（駅北大火の概要と対応について）
▽�石川県小松市（自主防災組織ランクアップの取組
について）

※�　過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎 ４
階）または情報公開コーナー（第二庁舎 ６階）で閲
覧できます。

●委員会の視察先とテーマ●
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プ
レ
ー
リ
ヤ
カ
ー
で

乳
幼
児
か
ら
の
外
遊
び
／
香
害

無
理
な
徴
税
を
し
な
い
／

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
等
を

つ
く
ら
な
い
か

ふ
る
さ
と
納
税
等
で

空
林
荘
を
建
替
え
観
光
資
源
に

新
庁
舎
及
び
新
福
祉
会
館
建
設

の
現
状
に
つ
い
て

東
小
金
井
北
口
市
民
施
設
計
画

の
促
進
を
求
め
る
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